
令和２年９月１日  
佐城農業指導者連絡協議会 

 

稲・大豆作情報（ＮＯ．１０）  

１．水稲作況情報田の生育概況（8 月３１日現在） 

注１）各品種 前作：麦    注２) 施肥及び病害虫防除は地区基準に準ずる。 

 
 
2．水稲管理 

 
気象情報に注意し、圃場管理を行う。 

台風時の水管理は【接近時：深水管理 → 通過後：水入れ替え】を実施する。 

 また、地域によってはトビイロウンカの増殖（坪枯れ）が確認されているため、 

田廻り、適正防除を励行する。 

 
※海水の流入や潮風害を受けた場合 

直ちに排水し真水と入れ替える。その後、掛け流しまたは少なくとも２～３回は 

水を入れ替え除塩し、生育の回復に努める。 

 

※台風通過後は受光体勢が乱れ、病害虫が発生する可能性があるため、田廻りを励行し、早期発見

に努める。 

 

○今週の管理 

【夢しずく】 
・乳熟期～糊熟期を迎えている。 

・強風による登熟阻害（乳白米の増加、充実不足など）を軽減するため、深水にして水稲を保護す

る。通過後は、間断潅水に切り替える。 

・土壌が白く乾燥した圃場が一部でみられる。水管理を徹底し、早期落水防止に努める。 

 

【ヒノヒカリ、さがびより】 
・出穂期を迎えている。 

・強風による稔実阻害（不稔、白穂など）や登熟阻害（籾ズレによる雑菌の感染など）が懸念され

る。稲体の振動を少なくするため、深水管理をおこなう。通過後は、潅水の期間をやや長めとし

た間断潅水を心がける。 

品 種 

場 所 

移植日 

栽植株数 
年 次 

現在の生育状況 

概況 草 丈

ｃｍ 

茎 数 

本／㎡

主稈  

出葉数

葉色

夢しずく 

佐賀市本庄町 

6/15  

17.5株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

 

 

 

 

 

 

 8月5半旬も猛暑が続き、

気温・日照時間とも平年

を上回った。「ヒヨクモ

チ」の出葉数は平年より

少ない。 

夢しずく： 

乳熟期～糊熟期 

さがびより：出穂期 

ヒヨクモチ： 

幼穂形成期～穂孕み期 

さがびより 

小城市芦刈町 

6/22 

16.1株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

    

ヒヨクモチ 

小城市牛津町 

7/1 

18.5株/㎡

本 年 
平 年 

平年比 

75.1

80.9

(93)

507 

487 

(104)

15.3 

16.3 

(-1.0)

41.8

37.4

(112)

出穂期 8 月 20 日 

（平年より４日遅い） 

出穂期 8 月 30 日 

（平年より 1 日早い） 
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【ヒヨクモチ】 

・幼穂形成期～穂孕み期を迎えている。 

・深水にして強風による稲体振動を少なくする。 

・通過後は、要水量が最も多い時期（穂孕み期～出穂期頃）となるため、潅水の期間をやや長めと

した間断潅水を心がける。 

・追肥は下記表を基に施用する。 

 

ヒヨクモチの穂肥施肥基準（分施タイプ） 

  

 穂肥Ⅰ（kg/10a） 穂肥Ⅱ（kg/10a） 実肥（kg/10a） 

施用時期の目安 
8 月 18～21 日頃 

（幼穂形成始期幼穂長１ミリ頃）
8 月 28～31 日 

（穂肥Ⅰの 10 日後）
穂揃期 

（9 月１3 日～１6 日頃） 

LPBB804 ４０ － － 

BB602 ２５ １０ １０ 

※高温がつづき稲体の消耗が激しい状況である。全量元肥施用田（一発くん）においても穂肥Ⅰ～Ⅱの時

期に SPAD で４０を切る場合には、窒素成分で２kg/10a 程度（BB602 10～20 ㎏/10a）施用する。 

 

 

 

○病害虫情報（発生および防除） 

◆トビイロウンカ 

・ピラキサルト以外の箱施用剤や箱施用剤なしの圃場で、坪枯れの発生が散見されている。 

 

・また、圃場により、かなりの発生バラつきがある。ピラキサルトを使用した圃場でも増加してい

るため、必ず圃場の発生状況を確認し、増殖がみられた場合は防除を行う。 

 

・本年は発生株率が平年より高く、一部圃場では発生が急激に増加しており、今後減収等の 

被害を生じる恐れが高まっている（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第５号）。 

 

・必ず各地域及び圃場ごとの発生状況を確認する。（各地域及び圃場ごとに発生量が異なるため） 

※最新の飛来状況については、農業技術防除センターのホームページから確認してください。 

農技防 HP 参照：病害虫情報： http://www.pref.saga.lg.jp/kiji00368010/index.html 

 

 

◆コブノメイガ 

・今年は、飛来波が多く、一度の防除では発生を抑えきれておらず、食害株率が平年より高い。 

・発蛾最盛期７日後の幼虫ふ化揃い期（発生予測図２の赤枠）の防除効果が高いため、必ず圃場ご

との発生状況を確認し、適期防除を実施する。 

・９月の発生量は、多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第５号）。 

農技防 HP 参照：発生予察予報： http://www.pref.saga.lg.jp/kiji00373814/index.html 
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◆斑点米カメムシ類 

・９月の発生量は、多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第５号）。 

・多発生時は穂揃い期とその７～１０日後に薬剤防除を行う。それ以外は、乳熟期（穂揃い期の約

10 日後）を中心に薬剤防除を行う。 

・農薬の散布は、カメムシが穂に上ってくる夕方に行うと効果が高い。 

 

ウンカの増殖に応じ、臨機防除 
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◆いもち病 

・９月の穂いもち発生量は、平年並みの予測であるが（農業技術防除センターの病害虫発生予察予

報第５号）、一部の圃場で多発生を確認している。 

・葉いもちの発生がみられる圃場は、穂ばらみ期～出穂期を中心に防除を実施する。さらに、上位

３葉に病斑が確認される場合は、穂揃い期にも薬剤防除を行う。 

 

 

◆紋枯病 

・９月の発生量は、やや多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第５号）。 

・田回りを励行し、病斑が上位３葉の葉鞘にみられる場合はバリダシン液剤(収穫 14 日前まで)等

で直ちに防除を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆籾枯細菌病 

・中晩生品種（さがびより・ヒヨクモチ等）において、強風の籾ズレ等により菌が感染し、台風通

過後に曇天が続く場合は、籾枯細菌病等の穂枯れが発生しやすくなるため、出穂期の防除をスタ

ーナ等で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲いもち病（農業技術防除センターより） ▲紋枯病 
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３．大豆管理 
 

台風接近で降雨量が多くなれば、浸冠水が想定されるため、排水整備を徹底する。 

７月中旬に播種した圃場で、８月２６日頃に開花期となっている。 

8 月初旬に播種した圃場では、本葉１～４葉が展開中である。 
 

※有明沿岸地域では潮風による塩害の恐れがある。 

 潮風を受け、台風通過後に降雨がない場合は、散水し塩分除去をおこなう。 

 

○排水対策  

台風が接近しており、局地的なゲリラ豪雨に備えるため、排水溝の整備を行い、排水口への確実な

誘導を図る。リターンデッチャや畔塗り機で施工した額縁明渠についても確実につながっているか

確認を行う。 

  

○培土 

雑草防除や発根・根粒形成促進のため、以下目安を参考に培土を実施する。 

【実施時期の目安】 

１回目：本葉２～３枚の頃、子葉が隠れる程度におこなう。 

２回目：本葉４～５枚時に、初生葉（子葉の上の葉）まで隠れるようにおこなう。 

 

 

 

 

 

 

 

○雑草防除 

・イネ科雑草が多いところでは、ポルトフロアブル等で防除する。 

・カヤツリグサ科が多い場合は、大豆バサグラン等で防除する。 

・アサガオ類やホオズキは、繁殖力が強く、放置すると次年度以降の発生量が多くなるため、圃場

内はもとよりまくら地や畦で発生している場合は、必ず抜き取り圃場外へ持ち出すか薬剤散布で

の防除を徹底する。 

※7月中旬に播種した圃場は、開花期を迎えているため、大豆バサグランの全面散布しない。 

 

○病害虫防除 

ハスモンヨトウ   

・９月の発生量は、やや多い予測である（農業技術防除センターの病害虫発生予察予報第５号）。

圃場巡回を励行し、発生状況に注意し白変葉が見られた場合は防除を行う。 

マメハンミョウ 

一部の圃場で、局地的に発生し加害がみられる。早期発見に努めスポット的に薬剤散布する

（マラソン、スミチオン乳剤等）。 

 
 

子葉

1回目の培土時期の目安



令和２年９月１日  
佐城農業指導者連絡協議会 

 

佐城農業改良普及センター
令和２年産水稲生育期間気象グラフ（アメダス：佐賀）
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平均気温 
8月 5半旬 29.5℃ 
平年＋2.1℃ 

降水量 
8月 5半旬 0.0㎜ 
平年比 0％ 

日照時間 
8月 5半旬 36.5時間 

平年比 114％ 
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令和２年産 水稲の収穫期予想積算表【８月３１日現在】 

平年値 本年値

℃ ℃

880℃

1,050℃

12 土 24.8
13 日 24.7
14 月 24.5
15 火 24.3
16 水 24.2
17 木 24.0
18 金 23.8
19 土 23.7
20 日 23.5

21 月 23.3

22 火 23.1

23 水 22.9

24 木 22.7

25 金 22.5

26 土 22.3

27 日 22.1

28 月 21.9

29 火 21.7

30 水 21.5

1 木 21.3

2 金 21.1

3 土 21.0

4 日 20.8

5 月 20.6

6 火 20.5

7 水 20.3

8 木 20.2

9 金 20.0

10 土 19.8

11 日 19.7

12 月 19.5

13 火 19.3

14 水 19.1

15 木 18.9

16 金 18.7

17 土 18.5

18 日 18.2

19 月 18.0

20 火 17.8

21 水 17.5

22 木 17.3

23 金 17.1

24 土 16.9

25 日 16.7

26 月 16.5

27 火 16.3

28 水 16.2

29 木 16.0

30 金 15.8

31 土 15.7

1 日 15.5

2 月 15.4

3 火 15.3
4 水 15.1
5 木 15.0
6 金 14.9
7 土 14.7
8 日 14.6
9 月 14.4
10 火 14.2

1,274

1,295

1,315

1,336

33～39日

75～90％

26～23％

1,144

1,166

1,188

1,210

1,231

1,252

1,007

1,030

1,054

1,076

1,099

1,122

864
888
912
936
960
984

814
839

８/14頃出穂

平　坦

6/27移植

10
月

1,244

1,069

1,090

1,111

1,132

1,152

783

806

829

852

618

892

938

961

984

714

896

918

737

690

874

760

666

594
569

642

平　坦

1,210

1,227

1,243

1,258

1,127

1,144

1,161

865

904

1,178

1,020

1,038

1,056

1,074

1,092

1,110

762

924

944

963

982

1,001

783

804

824

844

567

589

612

634

885

656

677

699

720

741

428
451
475

498

521

544

282
307
331
356
380
404

1,177

1,267 1,191

1,209 1,133
1,148

1,253

1,19411
月

46～60日

1,344

1,238 1,162
1,330
1,316
1,301 1,224
1,286

1,102

1,118

1,133

1,149

1,164
1,179

1,005

1,021

1,038

1,054

1,070

1,086

900

918

936

953

971

988

787

807

826

845

863

882

668

688

708

728

748

768

543

564

585

606

627

647

411

433

455

477

499

521

271
295
319

342

365

388

126
151
175
199
224
248

1,125

948

967

985

1,004

1,091

1,039

832

852

871

929

1,108

544

751

792

812

1,057

1,074

891

910

581

603

625

646

667

688

709

730

771

445

468

491

514

537

559

303
327
351
375
399
422

229
254
279

さがびより

75～85％

27～22％

9/1出穂

1,181

1,202

1,223

1,004

1,026

1,048

1,160

1,118

1,139

1,052

1,074

1,096

1,007

1,030

938

1,091

957

1,073

642

773

794

752

597

335

820

915

844
868

747
772
796

665

620

722
360

1,035

815

836

857

977

877

897

918

528

551

574

997

1,016

687

709

730

504

384

1,144

1,106

1,087

864

885

968

1,068

988

1,028

1,125

642

409

481

433
457

906

665

688

710

733

926

947

777

799

821

842

755

499
523
547
571
595
618

426
450
475

847

893

870

916

938

960

983

729
753
776
800
824

631
656
680
704

平均気温

出穂後日数　　最短～最長

月
夢しずく

積算気温　　最高値

日・曜

８/23頃出穂

黄熟籾割合　　早限～遅限

８/17頃出穂 ９/10　出穂

40～45日

９/7　出穂

籾　水　分　　　早限～遅限

８/27出穂

積算気温　　最低値

1,150℃

平　坦
～

山　麓 1,050℃

９
月

203
228
252
277
301
325
349
372
396

419

442

465

488

510

533

555

577

598

620

641

662

683

704

725

745

766

786

806

826

845

865

884

903

922

941

959

977

995

1,013

1,031

1,257

1,048

1,065

1,082

1,099

1,115

1,132

1,148

1,164

50

1,272

1,180

1,195

1,211

1,226

1,241

ヒヨクモチ

平　坦

90～95％

28～22％

９/４　出穂

950℃

123
148

75
99

172
195

266

289

219
243

312

335

401

423

357

379

445

467

530

551

488

509

731

750

571

592

652

672

612

632

1,118

1,010

1,026

1,042

1,057

1,073

1,088
1,103

978

994

945

962

806

824

1,048

912

929

842

860

692

711

877

895

769

787

783

806

829

544
569
594
618
642
666
690
714
737

760

874

1,244

961

982

1,003

1,045

1,066

1,147

961

982

918

940

1,024

1,003

1,024

940

ヒノヒカリ

1,231

40～50日

75～90％

28～25％

1,163

1,008

852

1,167

896

1,247

1,263

1,180

1,197

1,214

1,163

1,182

1,236

1,296

1,127

1,145

1,054

1,109

1,141

1,158

1,174

1,190

1,022

1,206

1,194

1,280

1,107

1,127

1,319

1,337

1,311

1,200

1,218

８/20頃出穂 8/30出穂

900℃

1,050℃

1,354

900℃

1,086

1,206

1,186

1,282

1,300

1,045

1,066

1,086

1,263

1,225

6/20移植

８/23出穂

6/15移植 6/20移植

9/3　出穂

品　　　　　種

6/20移植

≪収穫適期の目安≫
◎穂軸の先端（穂先）から、穂長の１/３～１/４程度が枯れ、１穂籾数の１割程度が活青米で残っている状態。
◎刈り取り適期の籾水分は、「夢しずく」で２６～２３％（平坦上～山麓は２９～２５％）、「ヒノヒカリ」で２８～２５％、「さがびより」で２６～２２％、
「ヒヨクモチ」は２８～２２％となっております。

早刈りは、玄米の充実不足による「青未熟粒」や「死米」が発生しやすくなります。「青未熟粒」が多いと食味が劣り、また収量も低下しますので、早刈りは避
けましょう。

≪収穫のポイント≫
○積算表はあくまで目安です。
○圃場毎の熟れ具合を確認したうえで、収穫日を決定してください。
○早期落水は充実不足により、品質低下の原因となります。必ず間断灌水を実施して、根の活力維持に努めて下さい。
○コンバイン収穫前には、麦などの異種穀粒 や異物が混入しないように清掃点検を行いましょう。
○日中の高温条件での収穫となり、籾水分も高いので、収穫後はできるだけ、速やかに通風・

乾燥を行いましょう。一時堆積の時間が長いと、籾の温度が高くなり、ヤケ米が 発生します。

 


